









大 会 発表 要 旨1994.11.12.
アー トとデザインの接点
木村光佑/京都工芸繊維大学
版画や彫刻 を創作 し,作品発表 してきた自











三度の機会 における時代の流れ と,私 自身
の心情的な変化を見っめながら個人的体験 を





日本画は,物 を大 きなマ ッスとして見るの
ではなく,デ ィテールの寄 り集 まりとして物
を把える。 その彩色法は決 して厚塗 りではな
く,色を何度 も塗 り重ねて一つの色を出す。
現 在位置 一 存 在(PRESENTSITUATION-EXISTENCE)A
第1回 ノル ウェー 国際版画 ビエンナー レ展 ・国際大 賞受賞 作
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例 えば,緑 色を出すためには,初 めに黄土色





















夜 も輸血の続 く日が一カ月以上 に及び,い く
アウ ト オ ブ タイム(OUTOFTIME)8HS
第10回ク ラコウ国際 版画 ビエ ンナー レ展 ・ゴール ド・メダル
賞受賞作
孤独 の輪郭(LINESOFSOLITUDE>
第7回 現代 日本彫 刻展 大賞受 賞作 の原画
らか元気を取 り戻 した。時が過 ぎ去るのを早





よう とい う ことになった。 「な るようにな



















せたペースで,妥 協 しなが らコラージュの よ
うな断片的な日常生活 を送った。焦 りはあっ
たが,自 然の流れ に人生をまかせるしか,私
アウ ト オ ブ タイ ム(OUTOFTIME)-24
第2回 英 国 国際版画 ビエ ンナー レ展 ・
リチ ャー ド・ゲイ ンズポ ロウ ・メモ リアル賞受 賞作
の生 きる道 はなかった。
現在研究室を持っている京都工芸繊維大学











生のテーマであ り,今後 もそれを追求 しよう
と考 えている。そしてデ ッサン,コ ラージュ,
デザインは作品 を制作するうえだけではなく,
自分自身の人生 その もののキーワー ドといえ
るか も知れない。
生きてい くことそのものが芸術のようなも
のだし,人生 は自分にとっての最高のデザイ
ンだからである。
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